



























































2　See, John Seely, Everyday Grammar, OXFORD, 2004, at 21 “There is a samall group of 
nouns which refer to things and ideas which cannot be counted. These are generally abstract 
ideas, like innocence and things which we think of in the mass rather than as single or plural 
objects-like mud, or snow.”
3　この点について、明示しているものとして、『120%科学英語』（化学同人、1994）11- 
14頁参照。See also, William Geldard, Elements of English Law, Oxford University Press 





とになる。英語で私は犬が好きです。と言いたい場合には、したがって、I like (or 




















































































































you～ ?という表現を丁寧な表現にするために Would you～ ?にしたり、Can 
you～ ?を Could you～ ?にするところ）にも現れている。
　このように、現在が中心となり、場面を時間的に、また実在的に一つずつず
らせるものが過去形（時制）ということがわかれば、仮定法になぜ過去形を使
用するのか、ということが外形的に理解できる（時制という概念を文法上の道
具として使用することができる）。
③現在というのは、今この瞬間だけ
　さらに、現在進行形ではなく、単純な現在形を使用すると、今やっているこ
とではなく、習慣的に行っていることを表現できることや、to不定詞と現在分
詞（～ ing）の違いや、現在分詞が過去の行為を示すことに使用されるのはなぜ
か、というようなことも、英語における時制やそれに対応した動詞の形との関
係で（つまり外形的に見ることで）理解できる。
　英語の動詞には、現在形というものとは異なる原形というものがある。これ
は、時間軸等とは切り離された中立な形（したがって、この世にない）である。
そのため、そのまま現在形として使う場合には、今やっていることではなく、
習慣的に行っていることという、より広い概念を示すものとして機能すること
になる。これに対して実際に行っていることについては、現在進行形（～ ing）
16　金沢法学63巻 1号（2020）
論　説
が使用される。動詞が後ろにto不定詞をとるのか現在分詞をとるのか、という
ことについても、現在分詞は実際にやっていること（やること）でto不定詞は（こ
れからやるかもしれないことを含め）まだ行っていない時間との関係では中立
的な行為と捉えれば理解しやすい。そして、現在分詞が過去の行為をも示すこ
とができるのはまさにこの点で、過去の行為は実際に行った行為であるため、
過去の行為を示すものとして使用できる11。
④日本語の時制
　日本語では、現在と過去を示す動詞の形は、「する」という語尾を「した（た）」
に変えることで使い分ける。これに対して、現在と未来の形は基本的に同じで
ある。英語のように、（動詞自体の形態として未来形があるわけではないが）未
来を表現する形が明確にあるのとは異なり、日本語では外形上、時制は過去と
現在しかないことになる。また、英語における過去分詞と現在分詞の関係や、
to不定詞と現在分詞や原形と現在形の関係（非・未現実世界と現実世界）という
構造も持たない。
　このため、日本人が英語の動詞の時制を理解し、それに連動する動詞の形
（原形、現在形、過去形、to不定詞、現在分詞、過去分詞）を活用するためには、
この英語の構造を正確に反映した教育が不可欠である。
(6)  日本語には主語がない（必要ない）ため、主語が必要な英語をそのままでは
理解できない。
 （未完）
11　なお、他動詞の過去分詞は受身の意味となるため、過去に行った行為を示すことに
は使用できない。
